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トップランナーモールド変圧器　 2014
次世代の都市づくりへ

トップランナー変圧器は新たなステージへ

TOP ECO Ⅱ シリーズ登場

難燃性で防災性に優れ、公共施設、高層ビル、病院などに最適
コンパクト設計でシンプルかつすっきりとしたデザイン
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環境環境 鉄心に低損失磁性材料であるハイグレードな珪素鋼板を全面採用
し、コイル導体は、導体断面積を増加するなど、従来の低損失変圧器
からさらに無負荷損、負荷損を低減させ、低損失化を実現しました。

信頼性信頼性 地震発生時に変圧器本体と盤きょう体との相対変位量を抑制する
ための変位抑制用穴※を装備しました。また、オプションの減震装
置により、更なる端子部変位量の大幅低減が可能となります。　　

技術力技術力 優れた材料や製造方法の採用により、TOP ECOシリーズと同等の
据付面積で高効率を実現しました。

静音静音 ハイグレードな鉄心材料を使い、変圧器の騒音レベルを低減してい
ます。

更なる省エネルギー性能向上

耐震性能の強化

コンパクト設計

低騒音

※1000ｋＶＡ以下に標準装備
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標準付属品・オプション

「トップランナー変圧器 2014」
の目印

一次端子
…P.20

二次端子
…P.20

吊手…P.19

変位抑制用穴
…P.26

C 高圧端子
カバ…P.21

危険表示ラベル

D ダイヤル温度計
…P.21

A
銘板

予備銘板(シール)

端子

高圧端子カバ

ダイヤル温度計

接地端子

防振ゴム(耐震ストッパ付)※3

耐震平車輪※3

減震装置※4

タップ切換端子カバ

タップ切換端子

吊手

一次・二次端子ボルト

基礎ボルト※3

混触防止板

通気ケース(標準色５Y7/1)

保護柵(標準色５Y7/1)

正面位置指定
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P.19

P.20

P.21

P.21

P.20

P.21

P.21

P.22

P.19

P.19

P.19

P.22

P.22

P.23

P.23

JIS規格品 JEM規格品

容　　量（kVA）

※１  JIS規格品該当機種はP.7にてご確認ください。　   ※２  混触防止板付は全てJEM規格品となります。
※３  標準の耐震強度水平震度は9.8ｍ/ｓ{1.0G}です。　※4  防振ゴムとセットとなります。　

10～500※1
750～1000 1500～2000

説明掲載
ページ

B

C

D

E

F

G

H

I

変圧器の振動の伝達を
軽減させます。

変圧器の移動に
役立ちます。

高圧充電部の露出を
防止し、安全性を向上
させます。

A 主銘板・予備銘板…P.19

I

J

K

B B

タップ切換端子カバ…P.19

タップ切換端子…P.19

F

E

防振ゴム
（耐震ストッパ付）
　…P.21

変圧器の仕様・
製造番号等を
記載しています。

H 減震装置…P.22
地震発生時に防振
ゴム付の変圧器の
端子変位量を大幅
に低減します。

一次側電圧に合ったタップを選択することで
定格仕様の二次電圧を出力させます。

コイルの温度を監視
します。

「耐震性能の強化」

G

接地端子…P.20

J

K

耐震平車輪
　…P.21

当社オリジナル仕様
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標準付属品

■JIS規格品
　（500kVA以下）

■JIS規格品
　（750kVA以上）

■JEM規格品

一次側 

二次側 
A

B

D

C

●1000kVA以下

C

BD

A

二次側 

一次側 銘板 

●1500,2000kVA

タップ切換端子はコイル側面に取付けています。
カバは透明ですので点検に便利です。

●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図でご確認ください。 

■注型タイプ

■タイプⅠ（アイナット）

■タイプⅡ

●50kVA以下 ●75kVA以上

4

1
2 3

6

32
1

4
5

接続タップ番号 一次電圧（V） 

3　―　4 
2　―　4 
1　―　4

6600 
6300 
6000

接続タップ番号 一次電圧（V） 

5　―　6 
4　―　6 
3　―　6 
2　―　6 
1　―　6

6750 
6600 
6450 
6300 
6150

●注意：タップ切換作業は必ず電源を切り、無電圧にして行ってください。
●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図にてご確認ください。

 

銘　板 

タップ切換端子カバ 

端　子

接地端子

吊　手

タップ切換端子 

主銘板の他に予備銘板(シール)を
標準付属しております。 
取扱説明書の収納袋に同梱してお
りますので、変圧器据付後、お客様
にて記載内容の確認が容易な位置
に貼り付けてご使用ください。 

銘板はA・B・C・Dいずれの方向にも
取付けが可能です。（ご指定のない場
合はC方向に取付けます）

●低圧スコット結線

●1000kVA以下（38㎟以下） ●1500、2000kVA（60㎟以下）

M10

25

H1

t4

φ11

20
50 85
20

40

40

t4

2-φ14

H2 H3

二次端子

一次端子

［単位：㎜］

［単位：㎜］

40

L1

t 3

φ14

20
50

50

L2

2-φ14

t4 20
40 85

40 2-φ14

t6

20
40 85

L4

40
75

4-φ14

t8

20
40 85

L5

50
100

4-φ14

t10

L6

20
40 85

L8

L11 L12

6-φ18
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50 10
5

50 50
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t15

L9

6-φ18

35
60 14
0

50 50
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t20

L10

6-φ18
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60 14
0

50 50
150

t12×2

L7

6-φ18

25
50 10
5

50 50
150

t10

40

20

t6

φ14

45

L3

変圧器ベース部の対角2ヶ所に装備し、容易に接続作業が行えます。

仕様により、形状が異なります。P.10～P.16の「端子形状」記号を下図と照合ください。

M8

M10

T1

M8

T1

T2

M10

T2

R8

M12

4

●低圧スコット結線

20

45

40t8

φ14

T3

20

45

40t8

φ14

T3

φ14

20

45

50t8

T4

φ14

20

45

50t8

T4

25

402
0

φ9

40
50

φ14 2-φ14

25

40 8
0

50

20



2221

鉄心 

防振ゴム固定ボルト 

Ｕナット 

座金 

防振ゴム 

据付ベース 耐震金具 

オプション

ダイヤル温度計 

基礎ボルト

高圧端子カバ

透明ですので端子とリード線との接
続状態が監視できます。ケーブル配
線後でもワンタッチで端子に装着で
きます。  

■電気設備の技術基準の解釈（電技解釈）第24条により、高圧電路又は特別高圧と低圧電路を
結合する変圧器には、低圧側の中性点（300V以下の場合において低圧側の中性点に施し難い
ときは低圧側の１端子）にＢ種接地工事を施すことが義務づけられていますが、これらを施しがた
い場合は、変圧器を混触防止板付きとする必要があります。
■混触防止板は、高圧又は特別高圧巻線と低圧巻線の間に設けた金属製の接地銅板で、高圧又
は特別高圧側で事故や急峻なサージ電圧により絶縁が損なわれた場合、低圧側に波及する前に
地絡させ、低圧側の機器を高圧又は特別高圧から守るためのものです。
■電技解釈第24条により混触防止板にＢ種接地工事、同第29条により変圧器の外箱（外箱が無
い場合は鉄心）にA種接地工事を施すことが義務づけられています。
混触防止板は、右図のように各相から端子を一括して鉄心締付金具（鉄心と電気的に接続）に接
続していますので、変圧器の外箱（外箱が無い場合は鉄心締付金具）には、B種及びA種を満足
する接地工事を施してください。

高圧側端子 

高圧端子カバ 

●形状は質量によって異なりますので、詳細は外形図でご確認ください。

混触防止板 

透明ですので端子とリード線
との接続状態が監視できます。

●1000kVA以下 ●1000kVA超過

●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図でご確認ください。

●移動の際は引き穴をご利用ください。
●上記以外の構造もありますので、詳細は外形図をご覧ください。
●全装輸送になります。（防振ゴム付耐震平車輪も含む）

防振ゴム（耐震ストッパ付）

防振ゴム付の変圧器の端子変位量を大幅に低減します。 実地震波による加震試験では、変圧器の
端子変位量は50㎜以下となりました。※1

シミュレーション試験の結果であり、全ての地震を保証するものではありません。
シミュレーションは芳賀波（東北地方太平洋沖地震）75％を採用しています。

※1

加震試験

耐震平車輪 

減震装置

■温度計外形・寸法

■温度計仕様

■温度計取付位置例

●警報接点指針の出荷時設定値
低圧コイル表面温度測定の場合：130℃
コイル間空気温度測定の場合：100℃

※写真は本体取付
（別置の場合はダイヤル温度計取付座(金具)を付属しません）

目 盛 範 囲：0～200℃　最小目盛　5℃
警報接点装置：上限1接点　内部調節

 定格　AC100V   0.4A（抵抗負荷）
  DC100V 0.02A（抵抗負荷）

最 高 指 針：外部調整式(透明板付中心の調整用
ツマミをマイナスドライバで回す)

導 管 長 さ：3.0m～4.0m(外形図面でご確認ください。)
型           式：Ｍ４型    

 3000～4000 25 110 90

φ
13
4

φ
11
3

24 6
63

φ
5

3-φ5.5
P.C124

Ｍ６ 

警報接点指針（赤） 

温度指針（黒）

最高指針
（オレンジレッド）

一次側 

二次側 

A

B

D

C

指示部 

高
圧
コ
イ
ル

低
圧
コ
イ
ル

鉄心締付金具 

接地端子 

（接地） 

ベース 

鉄
　
心

絶縁 
混触防止板 

絶縁 

●高圧電路又は15000V以下の特別高圧電路（電技解釈 第108条より）と低圧電路を結合する変圧器において、特にご指
定が無い場合は鉄心締付金具に設けた接地端子へ接地工事を施してください（右図）。
また、混触防止板に対するB種接地工事の接地線は、JIS C 4620や内線規程に定める太さである必要はございません（A
種接地工事と同等の直径2.6mm以上の軟銅線でよい）。
●混触防止板を鉄心及び鉄心締付金具へ接続せずに専用端子へ引出すことも可能です。ご希望の場合はご指定ください。

減震装置
防振ゴム

減震金具

〔注型タイプ（単相75kVA以上・三相）〕 〔左記以外の機種〕

一次側 

二次側 
A

B
D

一次側 

二次側 
A

C C

B
D

取付方法は変圧器本体への取
付(本体取付)、盤側への取付(別
置)のいずれかをご指定下さい。 
本体取付の場合は、A・B・C・
Dいずれの方向にも取付けが可
能です。(ご指定のない場合はC
方向に取付けます)  

容　量
（kVA）

10～200,300
（単相及び三相50Hz）
300（三相60Hz）
500～1000

寸法（mm）
D

φ12

φ16

L1 L2

200

250

S

32

40

50

63

JIS適用品 基礎ボルト寸法

容　量
（kVA）

10～200,300
（単相及び三相50Hz）
300（三相60Hz）
500～1000

寸法（mm）

JIS適用品 基礎穴寸法

A

160

180

B

200

240

寸法（mm）
S

57

D

φ20

L1 L2

250 60

JIS適用品 基礎ボルト寸法

寸法（mm）
A

180

B

330

JIS適用品 基礎穴寸法

●A-C方向移動 ●B-D方向移動

当社オリジナル仕様
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貴社名

ご住所（〒　　　－　　　　　）

TEL： E-mail：FAX：

部門

変圧器のご用命

お名前

ご希望納期 ご希望台数

●複数機種をご用命の場合は本シートをコピーください。

お使いの変圧器に関するお問い合わせ

その他、ご質問・ご要望

形　式 容量

内
　
容

製造年 製造番号

変圧器の保守・メンテナンス方法や劣化診断、特性についてお問い合わせの際は、変圧器の銘板より次の事項をご確認ください。

ご検討項目 ご選択仕様
適用規格
周波数
相数
定格容量 

結線 

ダイヤル温度計
防振ゴム 
平車輪
耐震強度 (垂直方向 )
混触防止板

特性
銘板取付位置
出荷タップ
受渡条件
その他  

定格一次電圧 

通気ケース 

その他 

定格二次電圧

変
圧
器

付
属
品

そ
の
他

　□JIS C 4306:2013　　□JEM 1501:2014　　□JEC 2200-2014　　□JEC 2410-2010
　□50Hz　　□60Hz　　□50/60Hz 共用
　□単相　 　 □三相　　　□スコット　　　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　（　　　　           　）ｋVA
　□R6600/F6300/6000V　　　　　　　　　［6kV：JIS 3タップ（50kVA 以下）］
　□F6750/R6600/F6450/F6300/6150V　［6kV：JIS 5タップ（50kVA超過）］
　□R3300/F3150/3000V　　　　　　　　　［3kV：JIS 3タップ（50kVA 以下）］
　□F3375/R3300/F3225/F3150/3075V　　［3kV：JIS 5タップ（50kVA超過）］
　□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□210-105V    □210V　　□420Y242V　　□440Y254V　　□420V　　□440V
　□その他 （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□単二専用　□単三専用　□Yy0　□Yd1　□Dd0　□Dyn11　□その他 （　　　　　　　　　　　　）

　□本体取付（取付位置：□A  □B  □C  □D〈本カタログP.21参照〉）　□別置（盤側に取付)　□無し
　□有り　　　 □無し
　□移動方向:A-C　□移動方向:B-D〈本カタログP.21参照〉　□無し
　□0.6G　　　　　□1.0G (弊社標準)　　　□1.5G　　　□2.0G
　□内部接地（外部端子無し）　　□外部接地（外部端子有り）　□無し
　□Ｈタイプ　　□Ｃタイプ
　ケース塗装色：□5Y7/1　□その他（　　　　　　）
　一次ケーブルサイズ（　　　　　　㎟　　本／相）
　二次ケーブルサイズ（　　　　　　㎟　　本／相）
　□減振装置(500kVA以下)　□基礎ボルト　□保護柵　□一次・二次端子ボルト　　

　□％インピーダンス指定（　　　　　　　）　
　□A　　 □B　　 □C　　 □D 　〈本カタログP.19参照〉
　（　　　　　　　　　　）V　　※ご指定が無い場合は定格タップとなります。
　□車上渡し　□庭先渡し

ご注文にあたって モールド変圧器 お問い合わせ欄

変圧器の更新時期について

運搬・輸送・設置について

輸出に関して

ダイヘンモールド変圧器の見積照会およびご注文の際には、下記事項をお知らせください。

使用開始後２０年を目安に更新いただくことを推奨します。
（日本電機工業会技術資料　JEM-TR 218「モールド変圧器の保守・点検指針」による）

安全のため、カタログ・仕様書・外形図などに記載の総質量から余裕をもった質量で、運搬・輸送・設置のご手配をお願いします。

本製品および製品の技術は「キャッチオール規制対象貨物など」に該当します。輸出する場合には、関係法令に従った需要
者・用途などの確認を行い、必要な場合は経済産業大臣に対する輸出許可申請など適正な手続きをお取りください。

（JIS C 4306：2013 による）

製品の標準使用状態

製品は右記「標準使用状態」の環
境下で使用・保管ください。使用
環境が「特殊使用状態」となる場
合は、設置環境などを予めご提示
いただくことが必要となりますの
で、お問い合わせください。

爆発性、可燃性、腐食性またはその他有害ガスがある場合

異常な振動または衝撃を受ける場所

水蒸気中または湿気、水分が多い場所

塵埃などによる汚損が甚だしい場合

間欠負荷の場合

沿岸部に近い場所等、塩分による影響を受ける可能性がある場合

上記標準使用状態以外で用いる場合

三相回路の電圧平衡

回路の電圧波形

周囲温度

標高

標
準
使
用
状
態

三相変圧器が接続される三相回路の電圧がほぼ平衡していること

変圧器を接続する回路の電圧波形が、ほぼ正弦波であること

－5～40℃
日間平均気温：35℃以下
年間平均気温：20℃以下

1000m以下

特
殊
使
用
状
態

お問い合わせ

　  お電話でのお問い合わせ：末尾に記載のお近くの営業窓口へお問い合わせください。

　  メールでのお問い合わせ：弊社ホームページからお問い合わせください。　https://www.daihen.co.jp/contact/

　　ＦＡＸでのお問い合わせ：お問い合わせ用紙（本カタログP.30）に必要事項をご記入の上、末尾に記載のお近くの
　　　　　　　　　　　　　営業窓口へお問い合わせください。




